
Ａブロックにエントリーされた全１２作品を公開します。

覇者となったのは果たして誰？？

http://www.columnland.net/ にてごらんください。



























コンテスト結果  
[Aの部]

コラム番号 コラムタイトル
点数 順位 特別賞

まじょコメント

A01 同業者

17 pt 2 位 0 sp

　サイフ１ケが紡ぎ出す愉快なすれちがい。シンプルな
構成で、すべてをクリアに見せて、あ、なるほど!!　
と。あざやかです。
　その謎解きの爽快感がハッピーエンドのほのぼの感と
きれいにシンクロして、とても完成度の高い表紙作品で
した。

A02 ある自殺現場に落ちていた日記

1 pt 10 位 0 sp

　１０年飛んだ日付にドラマを感じました。こうやって
時の経過のなかで見せていただいたので、人生を終わら
せる「でっかいこと」という発想にも流れの中で自然に
乗れました。
　でも医者とライフセーバーの存在が謎です。妄想の中
の存在？？

A03 恋時雨

10 pt 3 位 1 sp

　雨粒さん、究極の自己犠牲。せつない。O.ヘンリーの
短編みたい。（←ほめことばヴァージョン）
　水なんだから、輪廻転生して、また戻ってくるよね。
枯れちゃう、一回限りのツワブキとは違うのでは。（←
ツッコミバージョン）
特別賞：今週のニヤニヤ大賞（主に書記の人がニヤニヤ
したから）

A04 O.O.C隊員の最後の日記

25 pt 1 位 5 sp

　G＝ゴキブリの出現は、この季節のコラムランドの風
物詩。今年は何匹出現するのでしょうか？
　そんなありがちネタなのに、この作品が映えるのは、
戦闘員っぽい言葉づかいがきっちり達成されていること
と、そしてもちろん、ハエタタキ・シンブンシのユニー
ク表現の楽しさ。こういうサーヴィス精神が読者にはう
れしいですよね。
　もののみごとにヒットして圧勝＆最多特別賞でした。
おめでとう!!!
特別賞：ひねりすぎで賞（ナゾがとけたときの感動）/
バル・サン賞/ゴキちゃんかわいしょう。/南口賞/まっ
くろで賞
イチオシフレーズ：「Order of Cockroach万歳っ！！」
「Ｓ－ＮＢＮＳ」

A05 Kappa－エビセン－ 体内に及ぼす影響

4 pt 8 位 3 sp

　やめられない止まらない。どんどんどんどん暴走し
て、ラストにぽろりとエビセン。
　爆笑の破壊力でした。
　事前にＴＡ陣が予想したほど順位が伸びなかったの
は、ゴキちゃんに食われてしまったのか!? エビセンだけ
に。
特別賞：カルビー賞/止まらない賞/メタボリック賞
イチオシフレーズ：「メタボリック」

A06 The days of an arm

9 pt 4 位 1 sp

　人がモノになる悲惨。描ききって迫力。
　イメージはゲットーでしょうか？　それとも起こりう
る未来でしょうか。
　あまりに救いのない展開に、読者のほうがつらくなり
ますが、敢えてそこへ追い込むのが執筆意図なのかな、
と読みました。
特別賞：技術賞（読者を引き込む文章だから）

1 pt 10 位 1 sp



A07 どすこいでゴワす！！

　おすもうさん。ブログ、ということでしょうか。友達
トークを聞いている気分で読めました。
　「自分ガキですから」あたりの素（す）のトークが好
感度大。
　「空気読めよ」というラストの言い方はちょっときつ
い印象なので、もっとふわっと終わってもよいのでは。
　でもこの「ひとさし」が良かったのかな。特別賞の命
名にもなりましたし、なんと言ってもイチオシフレーズ
大賞ゲットです。おめでとう♪
特別賞：空気嫁賞
イチオシフレーズ：「空気読めよ」×４　「うわあ
あぁぁい♪　おすもうさんだあ」×２　「どすこいでゴ
ワす」

A08 ５月１７日（木）

6 pt 6 位 1 sp

　リアルだなあ、実話？　「こまったときだけこまれば
いいじゃん」という友達のアドヴァイスがてきとーなよ
うでいて、けっこう深い。
　ふっと気持ちの軽くなる展開に、丸ゴチックがよく似
合う、なごみ系作品でした。
特別賞：努力賞
イチオシフレーズ：「明日おれはこまるだろうが無駄な
時間は使っていない。」

A09 オン＆オフ

8 pt 5 位 1 sp

　どうしても日付を追って順番で、という約束事になり
がちのなか、一日戻ってタネアカシ、という固定観念の
はずしかたが秀逸でした。
　つくりも楽しく、話題も親しみやすくて、かつ、知ら
ないほうがしあわせなことって世の中にあるよね、と
こっそり盛られた人生哲学（？）に納得。
特別賞：酒乱賞
イチオシフレーズ：「半裸で一人鬼ごっこ」×３　「て
めぇらなんか俺がこの部活に入るまでの前座に過ぎない
んだよ！」

A10 凍狂一週間

6 pt 6 位 0 sp

　恐いおじさんシリーズ。招かれざる訪問客がつぎつぎ
と……。展開はシンプルなのですが、話を視聴すると
か、心を浄化するとか、それぞれのエピソードへのツッ
コミがくすりと楽しく、しかもこんなにさんざんなメに
遭っても、「俺も混ぜてよ」とカラに閉じこもらない主
人公に共感。

A11 あの日を記す

0 pt 12 位 0 sp

　ていねいに自分史をたどって、ラスト未来へ向けた思
いがすっと広がります。
　「あの日」が、それぞれ違うのでしょうから、リアル
な数字をはめこんでゆくと、もっと日記っぽくなったの
では。
イチオシフレーズ：「鹿にタックルされた」

A12 ○月×日

3 pt 9 位 2 sp

　空白に語らせるワザでした。
　センチメンタルに始めて、ちょっと迷いの空白があっ
て、やっぱやめとこ、と引く自分があって。乙女ゴコロ
の三変化（へんげ）、きちっと読みとっていただけたで
しょうか、男子諸君！
特別賞：ハズかしい賞（アンネの日記を持ち出す発想力
が好き）/日記で賞？（変な日記でよかった。実は日記
書いてない）
イチオシフレーズ：「やっぱりやめとこ」



[Bの部]

コラム番号コラムタイトル 点数 順位特別賞
まじょコメント

B01 好奇心のむく先

13 pt 4 位 2 sp
　タイトルがおいしい！　「向く」と「剥く」のかけことばが
しゃれてる！
　ラストがおいしい！　みかん編をあれこれ想像して読者が楽
しみをふくらませられる！
　身近な話題なので、ディスカッションすべりだしのトークも
盛り上がれるし、いや、じつにみごとな今週の「表紙」作品で
した。
　会心のバナナ裂き、お茶会で実演してくださいましたよ、作
者さんが。
特別賞：バナナマスター賞/ゆるゆるがいいで賞
イチオシフレーズ：「みかんを食べた」×２　「バナナが、裂
けた」

B02 暖かい人

0 pt 8 位 0 sp
　犬かな？　猫かな？　一緒に寂しくなって一緒に暖かくなれ
ます。それは、「ぼく」の気持ちだけにフォーカスし、「ぼ
く」から見えた光景だけを描くという誠実な手法に徹している
からだと思います。
　すっと気持ちが寄り添ってゆける好感度大の作品でした。

B03 最後の晩餐

14 pt 3 位 0 sp
　文章力、完成度ともに高いです。
　でもモノ書き中毒って、モノ書きが書きたがるテーマで、新
味がないのでは。手法としても、すべてが説明セリフで、かつ
冒頭とラストの間に状況の進展がない、つまりストーリーが動
かないのも、物足りない感を強めます。
　先週のメロンゼリー（落選作品）のほうが、おいしかった、
もとい、おもしろかったなあ。。。　それにしても「食べる」
ことのほんとにお好きな作者さんですね。

B04 Three days boy

0 pt 8 位 2 sp
　コメントの入れようがないです。オチに合わせるなら三日分
はほしいところ。
　でも、このどーんと空白感が演出意図なのかな、と。
特別賞：12がなかったらよかったで賞（ネタがかぶったか
ら）/努力賞（がんばれ）

B05 ～1020日と17冊の重み～

0 pt 8 位 0 sp
　かわいくてしみじみ。
　二人で向かい合って書いてる１月１日のくだりなんて、しあ
わせ感満開です。
　高校生～大学生くらいの設定でしょうか。おしあわせにっ。
イチオシフレーズ：「ケッコンシヨウ」「ちなみに俺はこのま
ま永遠にこの日記は続けたいな。」

B06 錯綜

24 pt 2 位 0 sp
　緻密な構成にブラボー！　映画「クラッシュ」を思い出しま
した（←この半年間に見たDVDでMYベスト３に入るオススメ
作品）。
　かしゃっかしゃっとカメラアングルが切り替わるたびに見え
ている現象の「意味合い」がくるくる変わる。そんなカオスな
社会の機微をみごとにつかまえてコンパクトに凝縮したワザ師
に乾杯であります。

B07 交換日記～みっちゃんとさっちゃん～

2 pt 7 位 3 sp
　らくちんみっちゃんの天然ボケがすてきに楽しい。そこがイ
ノチかな。
　ただ、子供の作文にしては、いかになんでも漢字が多すぎて
不自然。小学生設定ですよね。かたっぽうが、じつは先生でし
た、とかそんなオチではないですよね？（←これも楽しいか
も）
　TAさんに教えられて、二宮金次郎都市伝説を初めて知りま
した。豆知識ゲット。
特別賞：みっちゃん！えらいで賞（みっちゃん！すごい
よ！）/さっちゃんみっちゃん賞/全（きん）賞（みっちゃんが
魅力的）
イチオシフレーズ：「５／１１（全）」×２　「二宮金次郎像
は動かないよ」

B08 メビウス

0 pt 8 位 0 sp
　うわー、シックス・センスだっ、て思いました。
　幽霊になった気持ち、幽霊になったくせに幽霊だと気づいて
ない気持ち、描写がリアルで引き込まれます。特に、お墓の前
での「まるでそこにだけしか『僕』がいないかのように……」
が絶品。

0 pt 8 位 2 sp



B09 密やかな愛の独白

　タイトルが凡庸なのが、しみじみ惜しい。長すぎるのもしみ
じみ惜しい。でもすごい迫力の言葉の洪水に押し流されます。
とりわけ7/10の「日常に寝転がる」、7/11のアッシリア、
7/14の生首がパワフルな表現として突き刺さってきて、くら
くら。真夏に似合うこってりテイストの作品でした。
　難点は、すべてのパーツが自己主張を強くするので、かえっ
て焦点がぼやけてしまう、というところでしょうか。
特別賞：精神がやばいで賞/ドンマイ賞（よくわからない）
イチオシフレーズ：「Ｉのアイへの愛がiであったのではない
か」

B10 ポチのご主人観察日記

3 pt 5 位 1 sp
　無条件でご主人を慕うポチのけなげさが、するすると伝わっ
てきて、なごみます。
　「四月一日って」というラストが特にいい。ご主人をさりげ
なくいたわろうとする、ポチのあたたかみが詰まっているよう
な。
特別賞：エープリルフール賞

B11 連鎖

31 pt 1 位 1 sp
　殺意の連鎖が恐いです。遺書のタネアカシもきれいに入っ
て、この短さでしっかりドラマを感じさせたミステリーでし
た。日記のかたちで＝一人称視点で展開して、さいごの１行で
するりと引いた視点を提供。その痛快さも奏功してか、圧勝で
したね、おめでとう！
特別賞：コナン賞（見事な推理）
イチオシフレーズ：「何か探し物かい？」

B12 とある日記のひとこま

3 pt 5 位 4 sp
　１行コラムはこうありたい。まさに、お手本のような。
　１行コラムは一字のミスが命取り。その点でも、お手本のよ
うな。
特別賞：（うちらが。）深読み賞（どうやって書いた？　日に
ちと曜日があってないのは？？）/でたらめ賞/小ミス賞（ミス
がちょっと面白い）/レイアウト賞（意外にこっている）
イチオシフレーズ：「２６」　「明日書きます」×４ で、こ
んなに字数が少ないのに最多特別賞＆イチオシフレーズ大賞
ゲットです。おめでとう！


